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※道路の通行及び道路側溝に影響なく
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解体完了図（参考図）

※ 高低差は既存図の高低差に基づいているため、現況と相違がある場合があります。

※ 整地後の法面の位置及び形状は参考とし、

S=1:400解体完了図宅地造成及び特定盛土等規制法施行規則第８条第９号または第10号に該当する工事の範囲内で行うこと。
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